
オンラインショッピングでの購入経験は、全体で73.6％となっている。性年代別にみると、30代〜40代の男

性、20代〜30代の女性の購入経験率が80％以上と高い比率であり、男女とも60代以上の高齢者や女性10

代での購入経験率が低い。

商品購入のための情報収集時間の割合は10〜30％未満が半数を占める
資料2-5-2　インターネット利用時間に占める商品購入のための情報収集時間の割合　N=1,642

資料2-5-3　オンラインショッピングでの購入経験［全体と性年代別] 

インターネット利用時間に占める商品購

入のための情報収集時間の割合は、「10

〜 20％未満」が35.1％で最も高く、

「10％未満」が33.3％と続く。ブログ

やSNSなどに利用している時間の割合と

比較すると、利用時間は長く、購入のた

めの情報源としてインターネットが他メ

ディアより重要度が高い結果を反映して

いる。

オンラインショッピング経験者は73.6％

50％以上 
6.3％ 

40～50％未満 
2.4％ 

30～40％未満 
7.1％ 

20～30％未満 
15.9％ 

10～20％未満 
35.1％ 

10％未満 
33.3％ 

©impress R&D,2007

©impress R&D,2007

あり 

なし 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％ 

 女性60代以上 
N=73

 女性50代 
N=106

 女性40代 
N=144

 女性30代 
N=178

 女性20代 
N=175

 女性10代 
N=217

 男性60代以上 
N=150

 男性50代 
N=172

 男性40代 
N=166

 男性30代 
N=212

 男性20代 
N=195

 男性10代 
N=212

全体 
N=2,000 73.6％ 26.4％ 

70.8％ 29.2％ 

72.8％ 27.2％ 

82.5％ 17.5％ 

84.3％ 15.7％ 

73.3％ 26.7％ 

64.7％ 35.3％ 

54.4％ 45.6％ 

81.7％ 18.3％ 

86.5％ 13.5％ 

72.9％ 27.1％ 

74.5％ 25.5％ 

58.9％ 41.1％ 
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オンラインショッピング利用経験者が実際に購入した商品・サービスのジャンルをみると、「書籍・雑誌」が

62.6％と最も高く、以下、「CD、ビデオ、DVD」が49.8％、「衣料、アクセサリー、ファッション」「旅行・

宿泊予約」と続く。形状やデザイン、サービス内容などが決まっているものが比較的上位にランクしている。

「書籍・雑誌」がトップで62.6％
資料2-5-4　実際にオンラインで購入した製品・サービスのジャンル（複数回答）　N=1,472

0 10 20 30 40 50 60 70％ 

わからない/覚えていない 

その他 

不動産（一戸建て・マンション・土地） 

車、バイク 

ギャンブル  
（パチンコ、パチスロ、競馬、競輪、競艇など） 

携帯電話、PHS

ガーデニング、園芸 
 

飲食店、ケータリング（出前）サービス予約 

ペット、ペット用品 

スポーツ、アウトドア 

ベビー、キッズ、マタニティ商品 

デジタルコンテンツ  
（動画、電子書籍、音楽、ゲームサービスなど） 

イベントチケット  
（映画、演劇、コンサート、スポーツ） 

医療品、健康食品（ビタミン剤など） 

ギフト、生花、中元/歳暮 

ゲーム機（携帯ゲーム機含む）/ゲームソフト 

家具、雑貨、小物 

AV機器、家電製品 

化粧品、ヘアケア 

航空・鉄道チケット 

PCソフトウェア（商品パッケージ） 

産地直送品、食料品、酒、飲料 

パソコンなどコンピュータ関連製品ハードウェア  
（周辺機器含む） 

旅行・宿泊予約 

衣料、アクセサリー、ファッション 

CD、ビデオ、DVD

書籍、雑誌 62.6％ 

49.8％ 

42.3％ 

40.2％ 

38.9％ 

34.9％ 

32.8％ 

26.0％ 

25.7％ 

25.4％ 

24.1％ 

22.1％ 

21.9％ 

21.6％ 

18.6％ 

14.9％ 

9.4％ 

8.0％ 

7.7％ 

7.5％ 

5.8％ 

5.2％ 

3.5％ 

3.5％ 

0.1％ 

8.6％ 

2.2％ 
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オンラインショッピングでの商品情報の探し方では、「楽天市場、Yahoo!ショッピング、生協などのECサイト

で探す」が81.5％と多くの利用者が利用しており、まずはショッピングに特化したECサイトで探すことが「検

索サイト」で探すことより主流となっている。取扱商品の充実や、出店している多数の店舗で比較可能であるこ

とに加え、最近では、商品レビューなども掲載されており、利便性が高いことが要因と思われる。

アクセス頻度は月に1回以下が過半数を占める
資料2-5-5　オンラインショッピングへのアクセス頻度　N=1,472

資料2-5-6　オンラインショッピングでの商品情報の探し方（複数回答）　N=1,472

オンラインショッピング経験者のオンラ

インショッピングへのアクセス頻度をみ

ると、「月に1回以下」が39.9％で最も

高く、6割以上が月に1回以下の頻度で

あり、購入頻度はあまり高くないといえ

る。本書には掲載していないが、性年代

別にみても大きな差はなく、どの年代と

も「月に1回以下」の比率が最も高い。

8割がECサイトを利用して商品情報を探す

それ以下 
6.3％ 

1年に1回以下 
2.6％ 

半年に1回以下 
14.1％ 

月に1回以下 
39.9％ 

月に2～3回 

24.4％ 

週に1～2回 
7.8％ 

週に3～4回 
2.1％ 

ほぼ毎日 
1.4％ 

１日に1回 
0.8％ 

１日に2回以上 
0.7％ 

©impress R&D,2007
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90％ 

わからない 

その他 

Q&Aコミュニティから探す 

個人が運営している商品・サービスの紹介サイトから探す 

掲示板のまとめサイトから探す 

SNSからの情報、書き込みから探す 

ポータルサイトから探す 

商品・サービスを紹介する専門情報サイト 
（個人が運営しているもの以外）から探す 

個人のブログから探す 

掲示板（オープン型）からの情報、書き込みから探す 

ユーザー参加型の商品・サービスのレビューサイト、評価サイトから探す 

ECサイトの買い物情報、レビュー（評価）から探す 

お気に入りまたはよく購入する店舗サイトから探す 

メーカーのサイトやメーカー関連サイトで探す 

オークションで探す 

価格比較サイトで探す 

検索サイトで探す 

楽天市場、Yahoo!ショッピング、生協などのECサイトで探す 81.5％ 
57.6％ 

48.5％ 
43.3％ 

38.5％ 
25.9％ 

23.7％ 
13.3％ 
12.4％ 
10.7％ 
9.6％ 

7.1％ 
6.0％ 
5.1％ 
4.7％ 
4.6％ 
8.6％ 

1.0％ 
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最もよく利用するオンラインショッピングでの商品情報の探し方を単一回答で見ても、前述の複数回答の場合

とランクはほぼ同じであるが、「楽天市場、Yahoo!ショッピング、生協などのECサイトで探す」が43.0％で他

を圧倒しており、ECサイトの優位性がうかがえる。

最も利用する商品情報の探し方はECサイトが中心で43.0％
資料2-5-7　オンラインショッピングで最もよく利用する商品情報の探し方（単一回答）　N=1,472

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50％ 

わからない 

その他 

Q&Aコミュニティから探す 

個人が運営している商品・サービスの紹介サイトから探す 

掲示板のまとめサイトから探す 

個人のブログから探す 

ポータルサイトから探す 

SNSからの情報、書き込みから探す 

掲示板（オープン型）からの情報、書き込みから探す 

商品・サービスを紹介する専門情報サイト 
（個人が運営しているもの以外）から探す 

ECサイトの買い物情報、レビュー（評価）から探す 

ユーザー参加型の商品・サービスのレビューサイト、評価サイトから探す 

お気に入りまたはよく購入する店舗サイトから探す 

メーカーのサイトやメーカー関連サイトで探す 

オークションで探す 

価格比較サイトで探す 

検索サイトで探す 

楽天市場、Yahoo!ショッピング、生協などのECサイトで探す 43.0％ 
16.4％ 

11.4％ 
7.9％ 
6.8％ 

5.1％ 
2.6％ 
1.9％ 
1.0％ 
0.8％ 
0.4％ 
0.4％ 
0.3％ 
0.3％ 
0.1％ 
0.1％ 

0.5％ 
1.0％ 
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オンラインショッピング経験者に対して、インターネット広告によるオンラインでの購入状況をみたものである。

広告から購入に至った経験がある利用者の比率は6割弱である。バナー広告や商品の映像など、ウェブ上に掲載

される広告に比べ、メールマガジンの効果が高く、4割近くの利用者が「届いたメールマガジンの情報をクリッ

クして購入した」と回答している。

©impress R&D,2007

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45％ 

特になし 

わからない 

RSS広告をクリックして購入した 

コンテンツサイトに表示されたコンテンツ 
連動型広告、広告映像を見て購入した 

雑誌に掲載されていた二次元コード（QRコード）を 
携帯電話のカメラ機能で読み取って購入した 

その他 

アフィリエイト広告を見て購入した 

検索サイトで検索結果画面に表示された検索連動型 
広告（スポンサーサイト）を見て購入した 

商品に関する映像をウェブで見て購入した 

ウェブの広告（バナー広告）をクリックして購入した 

届いたメールマガジンの情報をクリックして購入した 36.9％ 

15.6％ 

14.1％ 

9.6％ 

5.2％ 

4.1％ 

3.1％ 

2.7％ 

0.3％ 

2.6％ 

42.1％ 

購入に至る確率はメルマガが最も高い
資料2-5-8　購入に至った広告の種別（複数回答）　N=1,472



1年間に10回以上オンラインショッピングを利用するのは約3割
資料2-5-9　最近1年間のオンラインショッピングでの購入頻度　N=1,472

資料2-5-10　オンラインショッピングで購入する製品・サービスの年間平均額　N=1,408

最近1年間のオンラインショッピングの

利用者の年間平均購入金額をみると、1

万円未満の利用者が過半数であり、利用

金額はさほど高くない。購入した商品の

ジャンルでは、価格が数千円程度の書籍

やCDなどが上位にランクしており、少

額商品の購入者が多いと思われる。

1年間の平均購入金額は1万円以下が過半数

わからない 
1.3％ 

20回以上購入した 
11.9％ 

10～19回購入した 
16.1％ 

5～9回購入した 

24.1％ 

2～4回購入した 

37.8％ 

1回購入した 
5.8％ 

0回（最近1年間は購入していない） 
3.1％ 

©impress R&D,2007

オンラインショッピング経験者の最近1

年間の購入頻度をみると、「2〜4回購入

した」が37.8％、「5〜 9回購入した」

が24.1％と続く。ほぼ月1回以上とな

る10回以上購入している利用者の比率

は28.0％であり、男女とも30代〜40

代でその比率が高く、オンラインショッ

ピングの中心的な利用者となっている。

©impress R&D,2007

わからない 
1.3％ 

100万円以上 
0.1％ 

50万円～ 
100万円未満 
0.7％ 

30万円～ 
50万円未満 

2.1％ 
10万円～ 
30万円未満 

6.7％ 

5万円～ 
10万円未満 

10.2％ 

1万円～5万円未満 
26.6％ 

5,000円～1万円未満 
28.1％ 

5,000円未満 
24.1％ 
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オンラインショッピングを利用しない理由をみると、「商品を手にとって確認したい」が30.9％と最も高く、購

入する商品のジャンルにおいて、商品名や型番などで内容・スペックが決まっている商品の人気が高いことの裏

返しとなっている。

「商品を手にとって確認したい」が利用しない理由のトップ
資料2-5-11　非利用者のオンラインショッピング非利用理由（複数回答）　N=593

0 5 10 15 20 25 30 35％ 

わからない 

その他 

商品到着まで時間がかかる 

商品の受け取りが面倒 

個人の買い物情報などのプライバシーが守れない 

情報の改ざんや盗用、「なりすまし」といった 
セキュリティの問題がある 

返品などのやりとりが面倒 

購入するには、（インターネット銀行など）指定された 
銀行口座を開かなくてはならない 

クレジットカードを持っていない 

購入手続きが煩雑すぎる 

欲しい製品・サービスがない 

安くない 

対象ウェブサイトが信用できる販売業者かどうか 
わからない 

商品を手にとって確認したい 

13.5％ 

6.1％ 

10.5％ 

10.8％ 

11.1％ 

12.1％ 

12.6％ 

13.0％ 

13.8％ 

16.4％ 

17.4％ 

17.5％ 

17.7％ 

30.9％ 
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オンラインショッピングで最も利用される決済手段は、「クレジットカード」が51.9％と過半数で、「商品と引

き換え（代引き）」が17.8％である。クレジットカード利用では、利用者にポイントなどの特典があることに加

え、現金のやりとりが不要であるといった利便性が好まれているようだ。一方で、クレジットカードを持ってい

ないことや安全性への不安などの理由で他の決済方法を利用するユーザーが多いこともうかがえる。

©impress R&D,2007

0 10 20 30 40 50 60％ 

わからない 

その他 

Edyなどの電子マネー 

プロバイダー等の会員制決済 

銀行引き落とし 

インターネット専業銀行（イーバンク、ジャパン 
ネット銀行、ソニー銀行など）の引き落とし 

郵便振替 

銀行振込 

コンビニ決済 

商品と引き換え（代引き） 

クレジットカード 51.9％ 

17.8％ 

10.7％ 

9.7％ 

4.7％ 

3.3％ 

0.8％ 

0.1％ 

0.1％ 

0.6％ 

0.3％ 

 

オンラインショッピングの決済方法は「クレジットカード」が過半数
資料2-5-12　オンラインショッピングサイトで最もよく利用する決済手段　N=1,408
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